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ALMAのデータ解析には, データ解析ソフト CASAの他に, 自動的に最適のパラメータを選んでデータ処理を
行うALMAパイプラインが使われる. ALMAパイプラインには, 干渉計パイプラインと単一鏡パイプラインがあ
り, そのうち干渉計パイプラインは, 2014年 9月から一部 (キャリブレーションまで)運用を開始しており, 2015年
5月まで 670個以上のプロジェクトがパイプラインで処理され, そのうち 80%以上はデータ処理に成功している.
2015年 10月から開始される Cycle3観測からは, これまでパイプライン処理の対象外だった信号対雑音比の低い
キャリブレータを含むデータの処理や, サイエンス天体のイメージング (簡単なCLEANを含む）も干渉計パイプ
ラインに組み込まれる予定である. 一方, 単一鏡パイプラインは, Cycle3観測から新たに運用を開始する予定であ
り, 観測所で定義される標準観測モードの単一鏡データに対して, キャリブレーションおよびイメージングを行う.
単一鏡データは将来, 干渉計データとコンバインすることを想定しているため, パイプラインは, 別に求められた
Jy/Kelvin変換係数をパイプライン内で適用し, サイエンス天体のデータに対しては Jyの単位の FITS画像が生
成される仕様になっている. 現在, Cycle3観測開始に向けて, 国立天文台ALMAの東アジア地域センターを筆頭
に, ALMAパイプラインチーム全体で, Cycle3用単一鏡パイプラインの試験を行っている. これまでに, Cycle3
用単一鏡パイプラインで処理されたALMA Band3∼8に渡る 41個のプロジェクトのうち, 約 9割のデータが問題
なく処理されている. 本講演では, Cycle3用ALMAパイプラインの試験状況や結果, Cycle3までの課題について
報告する.


